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１. 幾春別川総合開発事業について
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幾春別川総合開発事業は、石狩川水系の幾春別川に昭和32年に建設された桂沢ダムをかさ上げ
する「新桂沢ダム」と、幾春別川支流の奔別川に新設する「三笠ぽんべつダム」から構成され、
洪水調節、流水の正常な機能の維持、水道用水の供給、工業用水の供給、発電を目的としています。
〇目 的 洪水調節（石狩川、幾春別川の洪水防御）

流水の正常な機能の維持
水道用水の供給（桂沢水道企業団：最大0.1m3/s)
工業用水の供給（北海道：最大0.149m3/s) 
発電（電源開発株式会社：最大16,800kW）

〇諸 元 新桂沢ダム：重力式コンクリ－トダム
高さ75.5m,堤頂長397.0m,総貯水容量1億4,730万m3

三笠ぽんべつダム：台形CSGダム
高さ53.0m,堤頂長160.0m,総貯水容量 862万m3

○工 期 昭和60年度～令和5年度
○事業費 約1,150億円
○執行状況 平成30年度まで 約752億円（65%）

令和元年度予算 約162億円

事業の概要

新桂沢ダム 三笠ぽんべつダム

ダム完成予想図 石狩川流域図
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桂沢ダム（S32完成）

SWL196.800

新桂沢ダムのかさ上げ(イメージ図）
3



事業の主な経緯

昭和32年度 ・桂沢ダム完成

昭和56年度 ・石狩川氾濫（台風12号により観測史上最大規模の大洪水）

昭和60年度 ･実施計画調査着手（S60.4）

平成2年度 ・建設事業着手（H2.6）

平成5年度 ・環境影響評価書公示

平成6年度 ・幾春別川総合開発事業基本計画策定（H6.8）、三笠ぽんべつダム工事用道路着手

平成13年度 ・新桂沢ダム取水放流設備工事着手

平成16年度 ・石狩川水系河川整備基本方針策定（H16.6）

平成17年度 ・石狩川水系幾春別川河川整備計画策定（H18.3）

平成20年度 ・幾春別川総合開発事業基本計画変更（第１回）（H20.11）

平成21年度 ・検証の対象とするダム事業に選定（H21.12）

平成24年度 ・「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」による事業再評価（H24.12）
・ダム検証に係る国土交通省の対応方針の決定（継続）（H25.1）

平成26年度 ・幾春別川総合開発事業基本計画変更（第２回）（H26.5）

平成27年度 ・新桂沢ダム基礎掘削着手（H27.8）

平成29年度 ・新桂沢ダム本体打設開始（H29.7）

平成30年度
・北海道胆振東部地震(H30.9)
・幾春別川総合開発事業基本計画変更（第３回）（H30.12）

令和元年度 ・北海道開発局事業審議委員会に事業の状況について報告（R元.8)
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事業の状況
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○基本計画変更の協議を開始した平成30年4月以降、北

海道胆振東部地震等の自然現象、物価上昇等、現基本計

画上で計上されていない不可避事象が生じているため、

現在、工期の精査を進めるとともに、あらゆる角度から

更なるコスト縮減の検討を行っているところです。

○幾春別川総合開発事業全体として、より効果的・効率

的な予算執行を図る観点から、三笠ぽんべつダムに係る

工事は一旦保留し、本体工事が佳境に入っている新桂沢

ダムの工事を促進し、早期完成を図ることとしています。



２. 北海道胆振東部地震等の自然現象、
物価上昇等について
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北海道胆振東部地震等の自然現象、物価上昇等について

・北海道胆振東部地震等の自然現象、物価上昇等について３つに分類される不可避事象が生じています。

1.胆振東部地震等の自然現象によるもの

2.物価上昇等の経済・社会状況の変化によるもの

3.現場条件の変更によるもの



〇 H30年9月 北海道胆振東部地震

三笠市：震度5強

三笠ぽんべつダム

新桂沢ダム

〇 R1年8月 記録的短時間大雨情報
発表時の降雨分布〇 H30年8月地震前降雨（桂沢ダム観測所）

出典：気象庁HP（地震調査研究推
進本部 地震調査委員会の見解）

北海道胆振東部地震等の自然現象について
・平成３０年９月に胆振東部地震が発生し、幾春別川総合開発事業を進めている三笠市では震度5強を観測
しました。また、地震前の平成３０年８月中下旬には総雨量２６８ｍｍに達する断続的な降雨が続きました。
・令和元年８月には記録的短時間大雨情報が発表され、三笠市付近で時間雨量約１００mmを観測する大雨
が発生するなどしています。
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累計雨量268mm

北海道胆振東部地震等の自然現象について



付替道路工事における変状の発生
• 平成３０年９月の胆振東部地震後に、工事用道路として使用していた林道の路面及び法面に亀裂を確
認（A箇所）しました。また、平成３０年８月の降雨後、付替林道箇所（B箇所）で法面に亀裂が発生しま
した。

自然現象によるものの事例
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×

×

新桂沢ダム
B箇所

法面の亀裂

【新桂沢ダム】

A箇所

法面の亀裂

A箇所

路面の亀裂



B 降雨後の崩落 C 降雨後の崩落

B

A

C

平面図

熊追発電所

：既設林道
：付替林道

箇所図

法面崩壊箇所

新桂沢ダム
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付替道路工事における変状の発生
• 施工中の付替林道において、平成３１年３月の融雪期に法面崩落（A箇所）が発生し、令和元年５月（B
箇所）及び８月（C箇所）の降雨後に法面崩落が発生しました。

A融雪後の崩落

自然現象によるものの事例 【新桂沢ダム】



新桂沢ダム右岸側

クラック発生箇所
左岸

ダム下流面図

フーチング部におけるクラックの確認
• 平成３０年９月の胆振東部地震後に、ダム堤体下流側のフーチング部分においてクラックを確認しまし
た。

フーチング部のクラック

右岸
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自然現象によるものの事例 【新桂沢ダム】



三笠ぽんべつダム建設予定地近傍における雪崩の発生
• 平成３０年４月の融雪期にダム管理所予定地に至る道路斜面において雪崩を確認しました。

自然現象によるものの事例
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管理所予定地

雪崩確認範囲

【三笠ぽんべつダム】

雪崩発生状況
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物価上昇について
• 第３回ダム基本計画変更は平成２９年度に事業費の算出を行っています。
• 平成３０年度以降、労務費（工事・測量設計）、資材費は上昇傾向にあります。
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出典：【労務費】主要労務費賃金調査表 札幌開発建設部単価
【機械経費】建設物価 主に北海道地区
【資材材費】建設物価 主に北海道地区

経済・社会状況の変化によるものの事例

※物価上昇のほか令和元年度10月には消費税率が改定され8％から10％になっています。
※機械経費は2年に1度改定されるため隔年ごとに変動しています。
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既設桂沢1号
導水管

IP
10

外観：破損 管内：モルタルライニング劣化外観：サビによる劣化

既設水道導水管の劣化
• 導水管の付替えにより旧施設となる既設導水管は、予備管として存置・活用することを計画していまし
たが、管の経年劣化の進行や破損が確認されたため、関係機関と対応について調整を進めています。

14

経済・社会状況の変化によるものの事例

既設1号導水管劣化状況

【新桂沢ダム】

凡例
既設１号導水管
道道・市道



ゆるみ部の除去状況

基礎岩盤のゆるみ部の確認
• 新桂沢ダム堤体の基礎岩盤掘削範囲は地質調査により計画していましたが、基礎掘削の進捗に伴
い、左右岸で計画と異なるゆるみ部を確認しました。

15

現場条件の変更によるものの事例

掘削が必要な範囲

断面図（A-A’）

ダム堤体

ゆるみが進行した
シルト岩が出現

【新桂沢ダム】

ダム下流面図

左岸右岸

断面図箇所

計画していた掘削範囲

新たに確認したゆるみ部

A

A’

（下流）（上流）
A

A’



高透水性地盤の確認
• 地質調査により基礎処理範囲を計画していましたが、施工にあたり先行実施したパイロット孔の結果
から想定と異なる高透水性地盤を広範囲で確認しました。

16

現場条件の変更によるものの事例

ダム止水ラインルジオンマップ

：変更（パイロット孔の結果を反映）

：当初計画

当初計画

変更

【新桂沢ダム】



３. 工期について
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凡例

現道

実施済み

令和元年度実施（施工中）

令和2年度以降（予定）

18

工期について（新桂沢ダム）

新桂沢ダム標準断面図
ダム軸

ダム堤頂高 EL200.50

125.82

EL125.00

ダ
ム
高

7
5
.5

0

EL141.00

EL159.00

• 令和元年度は、堤体建設工事、地すべり対策工事、付替国道工事、付替林道工事、発電補償工事、
水道補償工事を進めており、堤体のコンクリート打設を概ね完了しています。

• 令和２年度以降は、堤体建設工事、地すべり対策工事、付替国道工事、付替林道工事、発電補償工
事、水道補償工事を進める予定です。

新桂沢ダム下流面図
堤頂長 397.00

かさ上げダム天端 EL200.50

EL125.00

現ダム天端 EL188.60

芦谷地沢

●

桂沢発電所

稲荷沢

桂沢水道企業団

新桂沢ダム

熊追発電所

⑤発電補償工事

①堤体建設工事

③付替国道工事

④付替林道工事

⑥水道補償工事

①新桂沢ダム堤体建設工事（R1.11）

②地すべり対策工事（R1.10）

③付替国道工事（R1.10）

④付替林道工事（R1.10） ⑤熊追発電所嵩上げ工事（R1.10） ⑥水道導水管増圧補償（R1.7）

②地すべり対
策工事実施中

②地すべり対
策工事実施中

地すべり対策
工事今後実施

地すべり対策
工事今後実施



• 三笠ぽんべつダムは、本体工事を含め未実施の工事が多く、コスト縮減の精査を進めています。
• 新桂沢ダムと合わせ完成時期を精査しています。

工期について（三笠ぽんべつダム）

三笠ぽんべつダム標準断面図

120.600

ダム軸

ダム堤頂高 EL182.900

EL130.900

ダ
ム
高

5
2
.0

三笠ぽんべつダム下流面図

堤頂長 173.500

ダム堤頂高 EL182.900

EL130.900

19

三笠ぽんべつダム

CSG製造設備ヤード奔別川 コンクリート製造設備

※その他地すべり対策について検討中

凡例

現道

実施済み

令和2年度以降（予定）
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○新桂沢ダム

付替道路工事で発生した亀裂や法面崩落といった損傷によ
る工事の遅れにより、令和2年度の新桂沢ダムの完成が困難
な状況であり、工期について精査を進めています。

○三笠ぽんべつダム
三笠ぽんべつダムに係る工事は、新桂沢ダムの精査と合

わせて完成の時期を精査しております。

工期について



４. コスト縮減について

21



コスト縮減について

• 全国の建設ダムでのコスト縮減事例の収集及び内容の確認を行い、これまでの本事業における検討
や事業の進捗状況を踏まえ、資料-2のとおり、今後の本事業への適用について整理しました。

• 収集した１５８事例のうち、今後の事業に適用できる可能性がある事例（新桂沢ダム３６事例、三笠ぽ
んべつダム３８事例）について、今後検討していきます。

22

『全国事例の分類』 １５８事例

×：適用不可（ダム型式が異なる、該当箇所なし 等）

新桂沢ダム・・・・・・・・・・・７３事例
三笠ぽんべつダム・・・・・７８事例

－：検討済み（今後縮減の余地がなく検討対象外）

新桂沢ダム・・・・・・・・・・・４９事例
三笠ぽんべつダム・・・・・４２事例

○：事業に適用できる可能性があり今後検討していくもの

新桂沢ダム・・・・・・・・・・・３６事例
三笠ぽんべつダム・・・・・３８事例



主な工種
新桂沢ダムで確認したコスト縮減の整理の例

（本体着手済み）

三笠ぽんべつダムで確認したコスト縮減の整理の例

（本体未着手）

堤体工

（掘削、堤体打設、放
流設備 等）

概ね現地施工済であるが、新技術の活用につ
いて検討。（１事例）

仕上げ掘削の機械化、打設リフト厚の変更等、事業
に適用出来る可能性がある事例有り。

（９事例）

管理設備工

（通信・警報・観測設
備、建物 等）

新技術の活用について検討。（１事例）
管理設備の見直し等、事業に適用出来る可能性が
ある事例有り。（３事例）

仮設備工

（骨材製造・コンクリー
ト設備 等）

［現地施工済みのため、適用出来ない。］
型枠型式の工夫等、事業に適用出来る可能性があ
る事例有り。（２事例）

道路工

（工事用道路、付替道
路）

貯水池内への道路設置による道路計画の工夫、
道路改良（護岸型式）の工夫等、事業に適用出
来る可能性がある事例有り。（１７事例）

道路改良（護岸型式）の工夫等、事業に適用出来る
可能性がある事例有り。（６事例）

その他工事

（地すべり対策、法面
対策 等）

現地発生土の有効利用、法面対策工法の変更
等、事業に適用出来る可能性がある事例有り。

（１５事例）

現地発生土の有効利用、法面対策工法の変更等、
事業に適用出来る可能性がある事例有り。

（１６事例）

諸調査

（測量、設計、環境調
査 等）

ドローンを活用した測量等、事業に適用出来る
可能性がある事例有り。（２事例）

ドローンを活用した測量等、事業に適用出来る可能
性がある事例有り。（２事例）

コスト縮減の例について

23



コスト縮減の検討事例

『事業へ適用できる可能性があり今後検討していく縮減事例』（資料-2_７０番）

新制度活用による付替林道路線の見直し（検討中）

• 平成31年4月に導入された「ダム建設の合理化に向けた堰堤維持事業の拡充」を活用し、既設林
道を活かすことで、付替に要する調査・設計・工事費用のコスト縮減ができる可能性があります。

24

平成31年度 水管理 ・ 国土保全局関係 予算概要 （3. 新規事項） より

検討中



コスト縮減の検討事例

25

『事業へ適用できる可能性があり今後検討していく縮減事例』（資料-2_１００番）

廃棄岩の有効活用（検討中）
• ダムコンクリートの材料となる原石の掘削を行った際に生じた廃棄岩を、地すべり対策工の押さえ
盛土として使用することで、廃棄岩の処理費用の縮減を検討しています。

• また、比較的細粒分の少ない廃棄岩については、押さえ盛土のための捨て石材として活用するこ
とで、捨て石材の購入費の縮減を検討しています。

廃棄岩平面図

押え盛土

地すべり面

地山

捨石工

横断図（A-A’）

A’ 廃棄岩を盛り土材として使用 A



コスト縮減の検討事例

当初計画

・CCTVカメラによる監視
・警報（サイレン）による周知
・警報用立札による周知

コスト縮減（イメージ）

・上下流を門扉とフェンス
による侵入規制

・管理ルールの策定
・警報用立札による周知

26

『事業に適用できる可能性があり今後検討していく縮減事例』 （資料-2_４３番）

貯水池内管理設備の見直し（検討中）
• 当初計画では、洪水時の貯水池内利用者への安全対策として、CCTVカメラ等による待避状況の監
視及びサイレンによる警報を計画していました。

• 三笠ぽんべつダムの利用者は、ダム管理者、貯水池上流の国有林野管理者及び林業施業者に限ら
れることから、上下流の進入路に門扉等を設け管理ルールを定めたうえで、ダム敷地への侵入規制
を行うことで、CCTVカメラ等の廃止を検討しています。


